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耳鼻 咽喉 科領 域感 染症 に対 す るBacampicininの 使 用経 験

松川純一 ・坂本 裕 ・本村美雄 ・矢部由美

川崎市立川崎病院耳鼻咽喉科

は じ め に

Bacampicillin(以 下BAPC)は.ス ウ ェー デ ン ・アス トラ

社によ り開発され たAmplclllin(以 下ABPC)の エステル化合

物 である。ABPCそ の ものは縫 口投与 した場合,吸 収が あま

り良好ではな く,そ の点 を改 良 す る目的で開発されたのが,

BAPCで あ る。BAPCは 酸 に安 定 でかつ脂溶性が高いので,

本剤 を内服 する と小腸 よりエ ステル型 のままよく吸収 され,

直 ちに腸壁 の 論on-specificesteraseに より加 水 分解 さ れて

ABPCと な る。従 って生体 内ではABPCと して作 用 す るこ

とか ら,抗 菌作用 はABPCと 何 らか わりはないが,脂 溶性 の

高いエ ステ ル型 で吸収 されるため,血 中濃度 はABPCを 内服

した場 合に比 し2～3倍 高 く,ま たピーク値 に達 する時間 も

30～60分 と極 めて早いの が特徴 である。

著者 らは今 回,BAPCの 提 供を受け,耳 鼻咽喉科領 域の代

表的 な感染症 に使 用 す る経験 を得たので,そ の臨床 成績 につ

き報告する。

使 用 対 象

川崎 市 立 川崎病 院 耳 鼻 咽喉 科 外来 を訪 れ た代 表 的 な耳

鼻 咽喉 科領 域 の感 染症 例 を無作 為 に選 び,投 与対 象 と し

た。 その 内訳 はTable 1に 示 した よ う に,急 性 扁 桃炎

23例,急 性 化 膿 性 中 耳炎5例,耳 痴3例,急 性 化 膿性 耳

下 腺 炎2例,急 性 喉 頭 蓋 浮腫1例,急 性 副 鼻腔 炎1例 の

計35例 であ り,年 令 分 布 は3～70才,性 別 では 男性18例,

女 性17例 で あ った。

Table 1 Cases treated by BAPC

投与方法および投与量

成人ではBAPC250mg錠(ABPCと して)を1回1

～2錠 ,1日3回 食後 に分服 させ,小 児 にはBAPC

1251ng錠 を1日 量30mg/kgを 基 準とし,1日3回 食後

に分服を原則としたが,症 状 および所見により,適 宜 に

増量 した症例 もあった。

投与期間は7日 間を原則としたが,症 例によって2～

11日 間投与 した症例 もあった。BAPCの 臨床 効果 を検

討する関係上,他 の薬剤の投与を併 用した症例はないが,

聴器感染症 では外耳道,鼓 室の清拭を目的とした処置,

急性副鼻腔炎では鼻処 置,ネ ブライザーを行 った症例が

ある。

治療効果の判定著準

BAPC投 与による治療効果は,著 効(excellent),有

効(good),や や有効(fair),無 効(poor)の4段 階 と

して行 なった。各段階の判定基準は,以 下に示 した通 り

である。

著 効:BAPC投 与4日 以内に,全 身状態が回復 し,

局所の発赤,浮 腫,腫 脹,痔 痛,排 膿などが

消失 ない し治癒 したもの。

有 効:同 状態が7日 以内に,ほ ぼ軽快 したもの。

やや有効:7日 の時点 で治癒傾向を示すが,な お追加治

療 を要 したもの。

無 効:7日 の時点でまった く症状 の改善ないし治癒

傾向を示 さないもの。

感染症においては,薬 剤の効果判定には起炎菌の消退

を検索 して行 うのが妥当であろうが,当 科領域ではそれ

を行 うのは実際には困難 な例が多く,各 疾患毎の症状 の

特殊性を充分に考慮 し,最 終判定は当科医師4人 の合議

により判定 した。有効率は,著 効および有効 と判定 した

症例数 の,総 症例数 に対する割合 をもって示した。

分離禽および薬剤感受性検査

各疾患において,原 則 としてできるだけ起炎菌 を検 出
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する圏的で,扁 桃 炎では腺窩部膿栓,中 耳炎および耳痴

では耳漏を,化 膿性耳下腺炎では ステノン管孔 よりの分

泌物 を滅菌綿棒を使用して採取し,で きるだけ速かに当

院細菌検査科にて塗沫。分離培養,同 定およびディスク

法 によってABPCに 対す る薬剤感受性検査を行 った。

Table 2 Case presentation
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臨床成績および考按

Table 2は35全 症例の総括 であ り,性,年 令,診 断,

BAPCの 投与量と期間,検 出 菌,臨 床効果,副 作用を

示 してある。Table3は,BAPCの 臨床 効 果であ るが,

著効 は35例 中19例,有 効は13例 であ り,有 効率 は91%で

あった。次に各疾患別の治療 成績につき検討 した。

Table 3 Clinical results of BAPC

(1) 急 性 扁桃 炎

BAPCを 投 与 した本 疾 患 症 例 は23例 で最 も多 く(症

例No.1～23),年 令 は9～70才 で あ った。 投 与 量 は

0.75～1.5g ,3回 分 服 で あ る。 本 疾 患 の ほ ぼ全 例 に腺

窩 膿栓 また は咽 頭 粘液 か ら起 炎菌 の検 出 を試 み たが,常

在 菌 しか検 出 され な い場 合 が 多く,起 炎 菌 と考 え られ る

菌 が検 出 され たの は5例 で,そ の検 出率 は21.7%で あ っ

た。症 例8,17は β-Streptococcusで いずれ もABPC

に対 す る感 受 性 は(〓)で,臨 床 効 果 は 著効,症 例6は

EnterococcusでABPC感 受 性(〓)で,臨 床 効 果 は

著効,症 例15はG.P.Bac.でABPC感 受 性(〓)で あ

った が,臨 床 効 果 は 有 効,症 例21はStaphylococeus

aureusでABPC感 受 性(〓)で,臨 床 効乗 は著効 であ

った(Table 4)。 本疾 患 に対 す るBAPCの 効 果 は,著

効15例,有 効7例 で有 効率95.7%で あ った。52年12月 に

岡 山 で行 わ れ た第25回 日本化 学療 法学 会 西 日本 支部 総 会

で の,BAPCの 新 薬 シ ンポ ジ ウ ム に お け る 全 国統 計 で

は11本 疾 患 に対 す る有 効率 は97。7%で あ り,著 者 ら の

成績 とほ ぼ 同 じで あ った。 ま た著者 らは先 にABPCの

ベ ン ゼ ン核 の パ ラ位 に水 酸 基 を導 入 したAmexycillin(以

下AMPC)の 耳 鼻 咽喉 科 領 域感 染症 に封 する治療 成績 を

報告 して い るが2),本 疾 患 に対 す るAMPCの 有 効 率 は

100%で あ り,ほ ぼ 同 じ よう な有効 率 と考 え てよ い と思

う。

(2) 急 性 化膿 性 中耳 炎

対 象 とな った の は小 児3例,成 人2例 の 計5例 で。

BAPCの 投 与 量 は 小 児 で1日0.375～0.759,成 人 は

0.75～1.5g,3回 分 服 で あ った。 症 例27は48才,女 性

であ るが,検 出菌 がPseudomonasで あ り,感 受 性 は

ABPC, PC, LCMい ず れ も(-),DKB, GM(〓)

で あ り,感 受 性 に 一 致 し て 臨 床 効 果 も無 効 で あ った

(Table4)。 他 の4例 は鼓 膜 の発 赤,腫 脹 の みで 耳漏 が

な く,ま た 鼓 膜切 開 も行 なわ なか った ので,菌 検 査 は で

き なか っ たが,著 効3例,有 効1例 で あ り,本 疾 患 に対

す る有効 率 は80%で あ った。AMPCの 本 疾 患 に対 す る

有 効率 は62.5%2),ま たBAPC新 薬 シ ン ポ ジウ ムで の

全 国 統計 では有 効率60.7%で あ り1),著 者 らの成 績 が や や

や良 か った。

(3) 耳 〓

成 人2例,小 児1例 の3例 にBAPCを そ れ ぞれ1日

1.59, 0.3759投 与 した。 各1例 ずつ,い ず れ もSta-

phylococcus aureusを 検 出 し,そ のABPCに 対 す る

感受 性 は いず れ も(-)で あ っ たが,臨 床 効果 は 有効,

や や有効 であ り,感 受 性 と臨床 効 果 が あ ま り一 致 しない

Table 4 Sensitivity of bacteria isolated from lesions
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傾向が認められた(Table 4)。 本疾 患 に対する有 効率

は66.6%で あ り,BAPC新 薬 シンポジウムによる全国

統計での本疾患に対する有効率75%を やや下 まわ ってい

た1)。

(4) その他

2例 の化膿性耳下腺炎か らは,起 炎菌 と考えられる菌

を検出することができなか ったが,臨 床効果 はいずれも

有効であ り,BAPC新 薬 シ ンポ ジウムによる全国統計

の本疾患に吋する有効率100%に 一致 していた1)。

急性喉頭蓋浮腫 にはBAPCが 著 効 を示 したが,疾 患

の性質上起炎菌は検出できなかった。

急性副鼻腔炎は9才 の小児1例 に,1日0.375g, 7

日間投与 した結果は有効 と判定したが,BAPC新 薬 シ

ンポ ジウムによる全国統計 での本疾患に射する有効率 は

82.8%で ある桟

臨床検査値の変動

BAPCを 投与することが,各 種臨床検査値に及ぼす影

響 をしらべることを目的 とし,22例 の症例にBAPC投

与前 と,投 与後の時点での検査を行 った。臨床検査項目

は,造 血機能 として赤血球数,白 血球数,血 小板数,血

色素量を(Table5),肝 機能 としてS-GOT,S-GPT,

Table 6 Clinical laboratory findings (2)

Al-Pを(Table 6),腎 機 能 と し てBUN,S-Cre8-

tinineを それ ぞれ指 標 と した(Table7)。 全症 例 にで き

Table 5 Clinical laboratory findings (1)
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るかぎ りこれ ら検査 を行 うことを心がけたが,幼 児症例

など実施 できない症例 もあった。 またBAPC投 与前 に

は検査 せず,投 与後のみ検査 した症例が2例 あ った。

Table 7 Clinical laboratory findings (3)

赤 血球 数 で は,症 例7,12に お い て それ ぞれ406×104

347×104と 低 下 して い るが,血 色素 量 が12.69/dlで あ

り,異 常 な変 動 とは い い きれ な い。

白血球 数 では,症 例6が10,600か ら4,600に 減 少 し て

い るが赤 血 球 は375×104か ら357×104に わずか に変 動,

血小板 は21.9×104か ら23.6×104へ わ ず か に増 え,血

色 素 量 は10.8g/dlか ら9.9g/dlに わ ず か に変 動 してい

るが,い ずれ もBAPCの 影 響 とは い い き れ ない。 症 例

16が6,200か ら4,100へ,症 例18が6,500か ら4,500

へ,症 例31が10,800か ら4,400へ と い ず れ も4,000台

へ 変動 して い る が,赤 血球 数,血 小 板数 血 色素 量 に異

常 な変 動 が な い こ とか ら,BAPC投 与 に よ る 造血 機能

障害 とは 断 定 で き ない。

S-GOT, S-GPT, Al-p値 お よびBUN, S-Crea-

tinine値 で は,BAPC投 与 前 後 に異 常 な変動 を示 した

症 例 は な か っ た。

BAPC新 薬 シ ンポ ジウ ムにおける各 種 臨床 検 査 の 全国

統 計 で は、 赤 血球 数 。 白血球 数 血 色素 量,血 小板 数,

Al-P, BUN, S-Creatinineに お い て,BAPC投 与 前

後 に異常 な変 動 を示 し た症例 は無 い が,好 酸 球,好 中球

の 白血球 分 画 に 異 常 変 動 の あ っ た もの 各 々4.3, 2.8%

あ った と報 告 され て お り,ま たS-GOT, S-GPTが 各

々0.9%, LDHが0.4%異 常変 動があったと報告 され

ている1)。

副 作 用

BAPCを35例 に投 与 して副作 用 の認められた ものは

2例 で,い ずれも軽い軟便を訴 え,そ の発現率は5。7%

であった。症例2は32才,男 性,急 性扁桃炎で1日0 .759

投与 したところ,2日 目から軟便 とな ったが,所 見は好

転 しはじめ投与継続可能 と考えたが,本 人の希望により

3日 間で投与 を中止 し他剤 に変更 した。症例33は4才,

男児,急 性化膿性耳下腺炎で1日0.3759を 投与 し,3

日目か らやは り軽い軟便 となったが,下 痢 ではないので

その まま投与を継続し,副 作用の増悪な く1f日 目で自他

覚的に治癒 と判定 した。

BAPC新 薬 シンポジウムにおける1,027例 の服薬総症

例数 による副作用の統計では,発 疹2%,食 欲不振,下

痢等の消化器症状4.7%,発 熱0.1%,頭 痛0 .3%と 報

告されている。臨床症状,臨 床検査を含めた副作 用例数

は1,027例 中81例 で,BAPC投 与 による副作 用 の発現

率 は7,9%と 報告されているが,著 者 らの発現率 をやや

うわ まわっていた1)。

結 論

耳鼻咽喉科領域感染症である急性扁桃炎23例,急 性化

膿性中耳炎5例 。 耳〓3例,急 性化膿性耳下腺炎2例,

急性喉頭蓋浮腫および急 性副 鼻腔 炎各1例 の計35例 に

BAPCを 投与した結果,次 の結論 を得た。

1. 治療効果の判定は,著 効,有 効,や や有効,無 効

の4段 階 とし,著 効 と有効症例をもって有効率 を示した。

2. BAPC投 与例35例 のうち,著 効19例,有 効13例,

やや有効2例,無 効1例 で,有 効率 は91%で あった。

3. 副作用 として軽い軟便を2例 に認め,副 作用発現

率は5.2%で あった。

4.BAPC投 与前後における赤血球数,白 血球数,

血小板数 血色素量,S-GOT, S-GPT, Al-p, BUN,

S-Creatinineを 測定 したが,BAPC投 与が直接の原因

と思われるような異常 な変動は認め られなかった。

5.以 上の結果 によ り,BAPCは 耳鼻咽喉 科領域感

染症 に対する,す ぐれた薬剤の1つ であると考 えられ る。
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CLINICAL RESULTS OF BACAMPICILLIN

IN THE INFECTIOUS DISEASES OF OTORHINOLARYNGOLOGY

JUNICHI MATSUKAWA, YUTAKA SAKAMOTO, YOSHIO HOMMURA and YUMI YABE

Kawasaki Municipal Hospital, Otorhinolaryngological Service

Bacampicillin (BAPC) was introduced to 23 cases of acute lacunar tonsillitis, 5 cues of acute suppurative otitis

media, 3 cues of otofurunculosis, 2 cues of acute suppurative parotitis, one case of epiglottic edema and acute

sinusitis. Thirty five patients were divided into four groups which were excellent, good, fair and poor according to the

clinical evaluation of BAPC. Clinical result of BAPC was estimated as excellent in 19 cues and as goodin 13 cases.

Clinical effectiveness of BAPC was 91% in the infectious diseases of otorhinolarynogology in our service.

Slight diarrhea was noted in two patients after administration of BAPC as its side effect.

Laboratory findings of RBC, WBC, Platelet, Hb, S-GOT, Al-p, BUN and S-Creatinine were investigated

before and after administration of BAPC, and no abnormal changes were noted in them.

As far as clinical effectieness and side effect is concerned, BAPC can be said one of useful antibiotic drugs to the

infectious diseases in otorhinolaryngology.


